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は し が き

本研究は、2006年 7月 に福岡で開催された 「世界政治学会 (IPSA)大 会」(3年 に1度

開催、 日本では初めて)に おいて、開催国責任のパネルの 1つ であった Comparative

Reproductive Policy のパネルを持つことを念頭に、合衆国、東欧、韓国、日本 (さらに

適宜西欧諸国)に おけるリプロダクティブ 0ライツ政策の国際比較をおこなうことを目的

としたものである。

2005年 度においては、外国研究者と連絡を取りつつ、日本におけるクリティカルな時期

である昭和 20～30年 代の人工妊娠中絶政策の実態をさぐるために、この時期に人工妊娠中

絶を受けた可能性がある高齢女性を対象としたアンケー トを企画立案した。アンケー トは

金沢大学法学研究科博士課程学生の塚原久美、長崎純心大学現代福祉学科講師の伊佐智子

の協力を得て 1000通送付 し、270通 の回答を得た。そのうち7割 強は対象年代の女性から

のものであったが、このようなアンケー ト自体非常に少ないため、昭和 30年 代のおわりに

15歳未満であつた若い層の回答も分析に含めることにした。

2006年 度は、前年から予定していたマリアン・リーフ ・パリーの来日取り消しによって

替わりの報告者を探すことになり、福岡の IP〔独 と北九州での国際シンポジウム 「リプロダ

クティブ ・ライツ政策の国際比較 :米 ・韓 0日 ・東欧」ではジョィス ・ゲルブ (他用で来

日中)に 交代し、東京のシンポジウムではエリザベス ・コッブスの日本の医薬行政と女性

のリプロダクティブ ・ライツに関する報告を得ることができた。他方でダグ 0ステンヴォ

ルは 2005年 度中に 2006年 度 7～ 9月 の間、関西大学の客員研究者として受け入れられる

ことになっていたが、交通事故のため来日は lヶ月半、後方に切 り縮められることになつ

た。 し かし彼のペーパーは完成していたため、 7月 の福岡 0北九州 。東京の 3会 場ともで

代読が行われた。「東欧」を視野に含めることが出来、我々の分析やフロアの研究者 ・一般

市民に幅広い理解を提供できた。

ドロシー ・マクブライ ド論文、ダグ 0ステンヴォル論文、ビュン ・ファースン論文とも

にほぼ完全な和訳をつけて、北九州および東京で通訳がテクニカル ・ターム等でつまずか

ないよう、万全を期した。IPSA研 究パネル、市民向けシンポジウムともに支障なく実施で

き、好評であつた。本報告書に、英文 0日文の両方を収録した。

また、ドロシー。マクブライ ド編著 (Dorothy StetsOn名義)の Abortion Politics,WOmenゝ

Movements,and the Democratic State:A Comparative Study of State Ferninisln,OxfOrd

Univ press,2001に 関しても、合衆国と西欧の5カ 国の分析を抄訳するよう塚本久美さん

に依頼を行い、政治学的な観点から手を入れた。本報告の最後に収録した。

IPaへのペーパーと、Abortion Politics,Women's Movements,and the Democratic State

の抄訳の間に、岩本が北九州で行った基調報告を発展させた 「日本における政治とリプロ

ダクティブ ・ライツ」と、本研究に平行して行つていた東北大学 21世 紀 COE「 男女共同

参画の法と政策」の研究の一環として求めに応じて書いた、「多様な女性とリプロダクティ

ブ ・ライツ」を収録した。2006年 度の 『日本政治学会年報』第 1号 に書いた 「家父長制と
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ジェンダー平等｣はドメスティック ･バイオレンスを手がかりに､日本における少数集団

の女性の権利をめぐる政策について考察したものだが､その ｢マイノリティ女性｣という

視角をリプロダクテイブ ･ライツ政策にも当てはめたものである｡

日本においては障害のある女性のリプロダクテイブ ･ライツが長い間 (1948-1996年)

優生保護法によって制約されてきたことについては､書籍やビデオ (｢忘れてほしゆうな

い｣)が出ているが､今後の十全な保障のための権利-のアクセスの保障の必要について述

べ､言語にハンディを負ったりマジョリティの日本女性と宗教的バックグラウンドが異な

ったりする外国籍女性-の権利保障に必要な政策等に関して提言を行った｡また 1948年に

人工妊娠中絶の多くを合法化した日本は､この面では ｢進んで｣いたかもしれないが､経

口避妊薬ピル (低容量ピル)の解禁が 1999年と世界最終盤になり､また旧優生保護法を引

き継いだ母体保護法 (1996-)においても ｢配偶者の同意｣が文言上必須となっており､

女性のみの意思で中絶が受けられるとする今日の国際的リプロダクテイブ ･ライツの水準

に大きく遅れてしまった｡それだけでなく､厳密に運用されると ｢望まない出産｣を強い

られる女性が出てくる危険性があり､また ｢母体保護法｣によって刑法堕胎罪を免除され

ないケースとの線引きが行政通達であって窓意的な変更の可能性があること､｢経済的理

由｣が具体的に規定されていないため､ここでも窓意的な締め付けの可能性があること､

そして男女共同参画第一次プランから第二次プラン-の移行の中で､現政府がリプロダク

テイブ ･ライツの国際水準よりも既存の国内法遵守にシフトしたことを強調した｡

未だ比較の視点を強調した論文を書き下ろしてはいないが､これらの2論文の中に､国

際比較研究によって培った､｢何が避妊で何が中絶かの線引きは､時代と文化 ･政策によっ

て可変的であり､唯一の正解はない｣｢何が合法で何が非合法かは､時々の政府によって暫

定的に定められているにすぎず､『妊娠する･しない』『出産する･しない』に関する女性

の決定権を尊重しようという勢力と､反対に排除しようとする勢力との力関係や､それが

作り出す討論の枠組みに依存する｣という視角を十分に生かしたっもりである｡

謝辞を述べるべき方々は多い｡｢IPSA福岡大会｣においてローカル ･セッションのうち

2つをジェンダー ･セッションにして頂いた､日本政治学会の中でのIPSA担当の先生方､

IPSAのWomen&Politics研究委員会の皆様 (日本人は含まれていない)､北九州アジア女

性交流研究フォーラムの皆様､ダグ･ステンヴオルの来日を助けて頂いた関西大学法学部

の関係者の方々､とくに大津留 (北川)智恵子さん､ポーランドに関する訳文を点検頂い

た､東京大学の小森田秋夫先生､東京シンポジウムの地元本部として様々な仕事をこなし

て頂いた大海篤子さんとバックアップに当たって頂いたその夫君､企業の社会的責任に積

極的な万有メルク製薬の皆様､特にエリザベー ト･コツブスさんの熱心な貢献､JAWS(冒

米女性政治学者シンポジウム)のアメリカ側の皆様- 子どもが小さいなどの理由で今回

来日できなかった方々を含む精神的な援助- ､｢多様な女性とリプロダクテイブ･ライツ｣

の執筆機会を頂いた東北大学 21世紀 COE ｢男女共同参画の法と政策｣関係者の皆様､特

に多くの知萌刺激を与えて頂いた ｢クラスターA:政治｣の先生方などなどである｡-あまり

に多いので､ここで筆を置かせて頂く｡ 割愛させて頂いた方々にも､心よりお礼を述べた

い｡
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謝辞を述べるべき方々は多い｡｢IPSA福岡大会｣においてローカル ･セッションのうち

2つをジェンダー ･セッションにして頂いた､日本政治学会の中でのIPSA担当の先生方､

IPSAのWomen&Politics研究委員会の皆様 (日本人は含まれていない)､北九州アジア女

性交流研究フォーラムの皆様､ダグ･ステンヴオルの来日を助けて頂いた関西大学法学部

の関係者の方々､とくに大津留 (北川)智恵子さん､ポーランドに関する訳文を点検頂い
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極的な万有メルク製薬の皆様､特にエリザベー ト･コツブスさんの熱心な貢献､JAWS(冒

米女性政治学者シンポジウム)のアメリカ側の皆様- 子どもが小さいなどの理由で今回

来日できなかった方々を含む精神的な援助- ､｢多様な女性とリプロダクテイブ･ライツ｣

の執筆機会を頂いた東北大学 21世紀 COE ｢男女共同参画の法と政策｣関係者の皆様､特

に多くの知萌刺激を与えて頂いた ｢クラスターA:政治｣の先生方などなどである｡-あまり

に多いので､ここで筆を置かせて頂く｡ 割愛させて頂いた方々にも､心よりお礼を述べた

い｡
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